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研究成果の概要（和文）：本研究では文献レビュー、診療記録レビュー、一般病棟あるいはそれ

ぞれの療養場所におけるパイロットテスト、看護師へのインタビューなどを通して（1）病院バ

ージョン、（2）在宅バージョン、（3）高齢者施設バージョン、（4）小児バージョン、(5)ICUバ

ージョンの看取りのクリニカル・パスの作成、および（6）急性期緩和ケアの症状コントロール

と早期退院のクリニカル・パスの作成を行った。 

 

研究成果の概要（英文）：We developed clinical pathways for end-of-life care in hospital 

setting, home care setting, facility care setting, pediatric setting, and intensive care 

unit setting thorough literature review, chart review, pilot testing in clinical practice , 

and interview for nurses. 
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１．研究開始当初の背景 

2000 年代に英国で Liverpool Care Pathway

（LCP）という看取りのクリニカル・パスが

作成された。LCP は「初期アセスメント」に

より看取り期に入ったことによるケアの見

直しを行い、「継続アセスメント」で毎日の

ケアを系統的に実施・評価し、「死亡処置」

で死後の家族への対応を含んだケアを行う

という構造を持つ。LCPは患者・家族が安心・

安楽に看取り期を過ごすために必要なケア

機関番号：１１３０１ 

研究種目：挑戦的萌芽研究 

研究期間：2011～2012 

課題番号：23660032 

研究課題名（和文） 終末期ケアに関わる看護師主導型クリニカル･パスの開発 

                     

研究課題名（英文） Development of nurse-led clinical path for end-of-life care 

 

研究代表者  

宮下 光令（MIYASHITA MITSUNORI） 

 東北大学・大学院医学系研究科・教授 

 

研究者番号：90301142 

 

 



 

 

を確実に受けられることを目標としており、

病院版、ホスピス版、在宅版、ナーシングホ

ーム版、小児版などが存在し、集中治療室

（ICU）などでも活用されている。 

 海外でのこのような動向を受け、日本でも

2004年から日本語版 LCPを作成するプロジェ

クトが開始された。英国の了承後に順翻訳・

逆翻訳などの手順に沿って LCPは日本語訳さ

れ、日本の医療現場の現状に沿って一部の改

変後に日本語版 LCPが確定し使用マニュアル

が作成された。 

 しかし、日本語版 LCPでは翻訳であること

の欠点は否めず、日本の文化に沿った、終末

期ケアに関わる看護師主導型クリニカル・パ

スの開発が必要であることが示唆された。 

本研究によって終末期ケアに関わるクリ

ニカル・パスが普及され、今後、全国の各種

施設で利用実績を積むことにより、看取りの

ケアの質向上、看護師の記録の負担軽減およ

び患者・家族が安心して看取りに向えるシス

テムが構築される。また、急性期緩和ケアの

症状コントロールと早期退院クリニカル・パ

スでは、早期の症状コントロールにより退院

の早期化と、それに伴う希望した場所での看

取りの達成が期待される。 

 

２．研究の目的 

（1）病院版、（2）在宅版、（3）高齢者施設

版、（4）小児版、(5)ICU 版の看取りのクリニ

カル・パスの作成、および（6）急性期緩和

ケアの症状コントロールと早期退院のクリ

ニカル・パスの作成を行う。 

 

３．研究の方法 

本研究では 1年目に診療記録類のレビュー等

からクリニカル・パスを作成する。1年目～2

年目にパイロットテストを実施し、クリティ

カル・パスを完成させる。 

 

４．研究成果 

平成 23 年度は英国で開発された看取りのク

リニカル・パスである LCP（Liverpool Care

の Pathway）の日本における実施可能性につ

いて検討した。（1）一般病院に関しては既に

確定している日本語版 LCP病院バージョンの

実際の使用例に対するバリアンス分析を 20

例に対して実施した。（2）在宅に関しては LCP

在宅バージョンのパイロットスタディを 2か

所の訪問看護ステーションにおいて終末期

がん患者 10 人に対して試行し、LCP 在宅バー

ジョンを確定した。（3）高齢者施設に関して

は LCPの高齢者ケア施設への適用可能性につ

いて 3 か所の高齢者ケア施設で看護師 5 名、

介護職員 5名に対して既に死亡した患者への

LCP の後ろ向きの適用後にインタビュー調査

を行った。（4）小児バージョンに関しては英

国の LCP小児バージョンの日本語訳について

検討するとともに、小児専門病院に勤務する

看護師 3 名に対して既に死亡した患者への

LCP の後ろ向き適用後のインタビュー調査を

行った。(5)ICUバージョンに関しては英国の

LCP の ICU バージョンの日本語訳について検

討するとともに文献検討によりわが国へ適

用する際に修正が必要な点を抽出した。（6）

急性期緩和ケアの症状コントロールと早期

退院のクリニカル・パスに関しては緩和ケア

病棟から自宅退院した患者 117人の診療記録

調査を行い、その分析に基づき急性期症状緩

和と早期退院パスウェイを試作し、20人の患

者を対象にパイロットテストを行った。 

 平成 24 年度は昨年度の研究成果に基づき

LCP（Liverpool Care Pathway）を修正しわ

が国における看取りのケアのクリニカル・パ

スを完成させた。（1）一般病院に関しては日

本語版 LCP病院バージョンの有用性を一般病

棟で検証する臨床試験を開始し 18 例のデー



 

 

タを集積した。同時に一般病棟における看護

師主導型での運用は困難を伴い、他職種との

共同の重要性が明らかになった。（2）在宅に

関しては LCP在宅バージョンを訪問看護ステ

ーションにおいて 37 例に対して運用した。

（3）高齢者施設に関しては昨年度の LCP の

後ろ向き適用後のインタビュー・質問紙調査

の結果と研究者・老人看護専門看護師２名か

らのエキスパートオピニオンにより、LCP 高

齢者施設バージョンを確定した。（4）小児に

関しては LCP小児バージョン日本語訳を用い

て、小児専門病院あるいは小児がんを診療す

る病院に勤務する看護師 21 名に対してイン

タビュー調査を行い、小児バージョンを確定

した。(5)ICUに関しては LCP ICUバージョン

を翻訳後、日本語版を作成し、実施可能性に

ついて 5名の ICU看護師にインタビュー調査

を行い日本語版を確定したが、わが国の現状

では ICUバージョンの利用は困難を伴うと予

想された。（6）急性期緩和ケアの症状コント

ロールと早期退院のクリニカル・パスに関し

ては緩和ケア病棟においてパイロットスタ

ディを継続して行ったが、調査対象病院の病

院移転に伴い進捗が遅れ確定にはいたらな

かった。上記の結果より、2 年間で LCP 病院

バージョン、在宅バージョン、高齢者施設バ

ージョン、小児バージョン、ICU バージョン

が確定した。しかし、同時にわが国の終末期

ケアの現状では看取りのケアのクリニカ

ル・パスを看護師主導で運用することは困難

も伴い、それぞれの臨床の場にとってより有

効に運用できるように、今後、試用を重ねな

がら評価を行う必要があることが明らかに

なった。 
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